
 

 

 

     

 

 

 あっという間の４か月が経ち、１学期の終業式を迎えることができました。今年度は、体育大会を５

月開催としたことから、例年になく、少々慌ただしい年度始めでした。しかし、生徒たちの頑張りによ

って、これまで以上の充実した１学期間になったのではないかと思います。保護者の皆様も、様々な面

でご支援くださりありがとうございました。 以下、終業式での講話の一部を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２５日（火）から、全学年を対象とした二者面談又は三者面談が始まります。次の３つの目的の

もと生徒をよりよく理解する機会とするものです。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ①「学校とご家庭の協力体制をつくる機会」  

  ②「生徒に、自分の課題や夏休みの過ごし方を自覚させる機会」  

  ③「今後の、学校における教育の効果を上げる手立てをつかむ機会」 

 

 

 

 

 

 

 

大村市立西大村中学校 

令和５年７月２０日（木） 西中通信 No８ 

一部抜粋 ～～～ さらに各学年には、【１年生】「入学式において、映画ビリギャルから引用し、

学習面も生活面でも部活動面でも『やればできる』ではなく『やれば伸びる！』一人一人の『や

れば伸びる！』に期待しています。」という、お話をしました。 

【２年生】「３年生を支え、１年生を導く立場にあります。学習面でも、部活動面でも、避けた

り、逃げたりしないで、前向きに取り組み、自分の『根っこ』を、しっかり鍛えてください。一

番の伸び盛りです。」と、自覚を促しました。 

【３年生】「最上級生として、学校の顔としての活躍を期待しています。また、自分の進路をし

っかり考え、その進路先で活躍するための基礎となる『根っこ』を、可能な限り伸ばしてくださ

い。」と、学校のリーダーとして、また次のステップを見据えた自立・主体性の表れに期待したと

ころです。 

さてこの１学期、振り返ってみてそれぞれいかがだったでしょうか。 

本日、通知表をもらうと思いますが、詳しくは、二者面談・三者面談等で、学習面や生活面の

お話があります。担任の先生のお話をよく聞いてよく反省をし、今後の生活に生かしてほしいと

思います。また、その内容を十分に生かすための準備として、有意義な夏休みにしましょう。 

夏休み、全ての時間を有効に使うのは難しいかもしれませんが、勉強やスポーツなど、いかに

「計画的で大切に使うか」で、夏休みが終わった時点での、「 自分の姿・意識 」が変わってきま

す。夏休み明け、「 ２学期 」のスタートラインに立ったとき、９月～３月の「充実度」が大きく

変わってくるはずです。 

最後に、この夏休み「自分や他人を大切にしてください」、決して、自分や他人を傷つけること

無く、周囲に迷惑をかけること無く、「正々堂々と正直に生きる」夏休みにしてほしいと思います。 

それでは、夏休み明けには、また爽やかな「おはよう」というあいさつで会いましょう。 

  

   ※ ８月 ９日（水）登校日：平和集会 

   ※ ８月１０日（木）～１８日（金）学校閉庁日 

   ※ ８月２８日（月）２学期始業式【午前中のみ：給食なし】 

※ ８月２９日（火）実力テスト１日目（1 年・2 年・3 年）【午前中のみ：給食あり】 

   ※ ８月３０日（水）実力テスト２日目（1 年・2 年・3 年）【午前中のみ：給食あり】 

 

８月の行事予定 



 

 全国的に毎年 7月を「青少年の非行・被害防止全国強調月間」と定め、青少年の非行・被害防止対策

の推進を呼びかけています。それにあわせて長崎県でも 7月を「ココロねっこ運動強調月間」と位置付

け、家庭・学校・地域社会・行政が一体となり青少年の健全育成と環境浄化に取り組んでいます。 

 本校でもその一環として、次のことに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１１日（火）～１３日（木）の３日間、２年生の『職場体験学習』 

が実施されました。中学２年生というこの時期に、職場体験を通して「自 

分の可能性に気づき、自分で自分を育てていく！」という意識をもつこと 

は、とても有意義なことだと感じています。 

自分の適性をよく知り、自分なりの目標を持ち、努力することが大切で 

す。この体験から学んだことを生かして、自分を磨く努力を続けてほしい 

と願っています。 

６月２８日（水）、学校薬剤師でいらっ 

しゃる井上先生をお迎えし、２・３年生 

を対象とした、薬物乱用防止教室を開催 

しました。 

薬物の乱用によって、脳も体も侵され、 

その弊害は、「一生」つきまといます。そ 

して、一旦乱用してしまうと、自分の意 

志では、なかなかやめられない「強い依 

存性」があります。だから、薬物乱用は、 

たった 1回であっても「絶対にだめ！」 

なのです。 

生徒たちはもうすぐ、義務教育を卒業します。社会に出ると、誰も守ってくれません。今回は、

社会に出る前の、社会勉強、貴重な学びになったものと思っています。「薬物の乱用は、絶対にだ

めだ！」という強い気持ちを持ち、「絶対に手を出さない」と約束をしてほしいと願っています。 

６月末の期末テストに向けた１週間を、メデ

ィアコントロール期間として実施しました。日

ごろから、TV やゲーム、スマホなどメディア使

用に依存傾向がある子どもも増えてきている

ようです。だからこそ、自分でメディアコント

ロール（情報機器の使用制御）ができる力は、

今後の社会では、間違いなく求められる人間力

になります。ご家庭でも、その使用について見

直す機会としていただければ幸いです。 


